遅い 朝日が 白み 初めた。 

木琴 入りの 時計が 午前 七 時 を 打つ。 ヴァル コンの 扉 

が 開く。 

「フランスの 貴族で アメリカ 女の 金 持と 政策 結婚 をし 

た 始めての 人間 はわし だった のさ ご 

さう 云 ひながら ボ 一 一 侯爵 は 軽騎兵の 服 を 型 取 つた 古 

い 部屋着の まま 中庭の 雪へ 下りて 行った。 雪 は 深 かつ 

た。 もう 止んで ゐた。 

「それから アメリカと フランスとの 間に それが 流行と 

なって 活動 女優の グロリア • スワン ソンまで が ラ- ファ 

レイズ 侯爵と 結婚す る やうに なった のさ ご 



ぶ ど うづ る 

の 葡萄 蔓の金 唐草に 朝の 光が まぶしく 射す。 侯爵 は 座 

板に 腰掛けずに そのまま 入口の 柱に 凭れた。 背中が 

ラシ ャ へだ うきぼり 

羅紗 地を距 てて ニンフの 浮彫に さはる。 

「その 人間 は 美しく 滅びる より ほか あるまい。 完成 を 

あじわ きえさ 

味 ひっつ 消去る より ほか は あるまい。 Le monde se 

meurt. Le monde est mort. (地球 は 自殺す る 地球 は 

死で ある。) まったく わたし 達に はう つてつ けの 言葉 だ。 

だが、 世間に はまた 働く 貴族と いふ 者が あるに は ある。 

五ケ 国語 を 話して ト— マス • クックの 案内 人 を 勤める 

伊太利 男爵 も あれば 刺繍と ピアノ を教へ る 嫁入 学校 を 

斿 へて 一儲けす る 波 蘭 伯爵 も ある。 しかし、 それ は 



地球の 自殺の 仕損じと 同じ もの だ。 結局 灰滅は 時期の 

問題 だ ご 

侯爵 はこ こで 少し 笑った。 フォゥ ブル グ- サン ニン 

※ 〔# 「小 書き 片仮名 ヱ」、 203-14U ルマンの 丈の 高い 屋敷 

町に 取 籠め られ たこの 庭で たった 一 人が どんなに 笑 ふ 

としたと ころで 周囲の 朝寝 を 妨げ はしない。 まして 侯 

しず < 

爵の笑 ひ は 淡々 として 水に 落ちる I 卞の やう だ。 波紋 

もさう 遠くへ 送る 力 は 無い。 

「そこで 金 だ。 滅びる 支度の 金 だ。 いのち を 享楽の し 

め 木に かけ、 いのち を 消費の 火に 燃す 支度の 金 だ。 ァ 

めのう 

ンナは 金 持だった。 瑪瑙の 万年筆で 小切手 を 落 書の や 



うに 書いた。 アンナの ほかの ことに は 心を惹 かれな か 

つたが 小切手 を 書く 速さに 心を惹 かれた。 結婚 期限 は 

五 年で はいか ゾ。 『侯爵夫人』 を あなたの 帽子の 鳥 毛 

に 使って みて はいかが。 この 申出が 果して フランス 貴 

族の 恥辱で あらう か。 働く こと は フラン ス 貴族の 恥辱 

だが 貸す こと は 名誉 だ。 わたし はわた しの タイトル を 

五 年期 限で 賃貸す る ， J と を 申出た。 

それ は フォン テン ブロ ー の 森へ 団体で 遠乗りした 帰 

リ だった。 二人が 仲間から 遅れて 別荘 町 を 外れ かかつ 

た 時だった。 道端の 垣に リラの 花が 枝 垂れて ゐた。 わ 

たしの 申出 を 聴いた 時の 彼女の 返事 を 今でも 覚えて ゐ 



る。 彼女 は 右手 を 後 鞍に 廻して まともに わたし を 振り 

向いて 云った。 『承知よ。 そしてし あはせ にも あなた 

は 様子 もよ し —— 』 

わたしの 滅びの 支度 は 出来た。 わたしの 祖先伝来で 

あって そして わたし 一 代で 使 ひつく すべき あらゆる 才 

能と あらゆる 教養と に 点火す る 時が 来た。 わたし は 

ちゅうちょ ば ら 

躊躇し なかった。 ボア -ド. ブゥ ロニ ュ 街の 薔薇い ろ 

あし シ ャ卜ゥ 

の 大理石の 館、 人知れぬ 口 アル 河べ りの 蘆の 中の 城 、 

なみ つな ヨット しま がいとう 

二 — スの浪 に繫ぐ 快走 船、 縞の 外套 を 着た 競馬の 馬、 

その他の 数々 の 芸術品 を 彼女と わたしと はいの ち を 消 

費す る 享楽 の 道づれ として 用意した。 人 はわた しのこ 



科 を 望まない。 速成 科と いふ もの は 働いて 急いで 金 を 

儲けよう とする 思想の 人間が 起した 後の 教育法 だ。 た 

ぶん あの 産業 改革が 発明した 殺風景の 中の 一 つ だら 

うご 

は J 力す 力 もめ 

ふ はりと 隣家の 破風 を 掠めて 鷗 がー つ 浮いて 出た。 

うろこ 

青み 初めた 空から 太陽が ゎづ かに 赤い 鱗 を 振り落し 

ごぜん 

た。 まじめな 朝が 若い 暁と 交代す る。 

セ— ヌの鷗 は やっぱり 身体の 中心 を 河へ 置いて 来た 

とい ふ 格好で 戻って 行く の をす ねる やうに 庭の 池が 睨 

み 上げる。 石楠花の 雪が 一 ばん さきに I 卞 になり かけ 

た。 



それ は象棋 盤の 上へ 駒の 代りに 女 を 並べさし たこと だ。 

もちろん 駒が 大きい から 象 棋盤も 特別 訛へ だ。 わた 

しが 首尾よく 敵陣に 攻め入った 時に、 女達 は 歩調 を 取 

りながら 勇んで 奏楽に 合せ て マルセ ェズを 唄って くれ 

た。 わたし は 涙が こぼれた。 わたしの 生活に はめった 

にこ ぼさない 涙 だ。 何の 涙 だら うか。 わたしの 涙 は 人 

が 泣き さうな 時にはめ つたに こぼれないで 何でも無い 

やうな 時に 不意に こぼれて 来る。 その 時の 駒の 女の 一 

人が 今ブ H ィの 通りの 塗物 屋の 女房に 片づ いて 黒くな 

つて 働いて ゐる。 ここから は 近いので わたし は 何 ごこ 

ろな くそれ を 見に 行く。 栄華に 対する 未練で は 無い、 



ただ 見る ものと して 眼に 柔 いから だ ご 

ひよ どリ し ま 

小 鵪 も 飛んで 行って 仕舞った。 日の あたたかみで 

あわゆき うわ 

淡雪の 上 つらが つぶやく 音を立てながら 溶け 始めた。 

うきぼり 

侯爵の 背中に ニンフの 浮彫が 喰 ひ 込み 過ぎた。 彼 は そ 

こで はじめて 腰板に 腰 を 下す。 

「俗謡 作家の ピヱ ー ル • ヴ※ 〔# 「小 書き 片仮名 ヱ」、 

206-13〕 ベ ルが 怒った ことがあって 劇作家の モウ リス • 

ロス タンに 決闘 を 申込んだ。 話す ほどの ことで も 無い 

つまらぬ 原因で だ。 しかし、 ロス タン は 振 向き もしな 

かった。 —— 時代 を 間違へ るな。 馬鹿 はよ せ —— この 

返事で たちまち 決闘 は 流れて 仕舞った。 おそらく 巴 里 



うな もの だ。 それほど フランスの 言葉 は 処女 受胎 性 を 

持って ゐる。 事象の 夫の 世話 を藉 りずに どし く 表現 

の 世継ぎ を 生む からで ある。 この 説明と 関係が あるか 

どうか 知らん がわた し はか ねん \ わたしの 国の 決闘の 

言葉の 美し さに 魅ん られ てゐ た。 一度 はぜ ひ 使って 見 

たいと 思って ゐた。 この 言葉に 二重の 紘 蔑の 美し さが 

あった。 一 つ は 敵の 勇気に 対して、 一 つ は 自分の いの 

ちに 対して —— 。 そして この 軽蔑の 美し さほど わ 

力な 

れく 滅びる 青い 血の 人種の 好みに 適 ふ もの は 無い。 

また この 言葉に 軽蔑の 礼儀 を 持 つて ゐる。 

さい は ひそ こに 争 ひが 出来た。 事件 は 貴婦人に 就い 



て だ。 今にな つて 考 へて 見る とわたし の 前に ヴ※ 〔# 

「小 書き 片仮名 ヱ」、 206-1U ベルと ロス タンの 事件が 無 

かったら わたし は それ を 決行まで 運ばせなかった かも 

知れない。 なぜなら 相手 は 黒ん坊だった からだ。 だが 

前の 二人の 事件 は 次の やうな 理由で わたし を 動かした。 

ロス タンの 『時代 を 間違へ るな、 ばか は 止せ。』 とい ふ 

言葉が わたし を 動かした。 一たい わたしの 血管に は 

ベ ん まく 

弁膜が 無い らしい。 それでよ くわた しの 血 は 他人の 血 

の 流れと 反対になる。 ロス タン は 言った 『時代 を 間違 

へるな。』 わたし は 云 はう 『時代 を 間違へ よう。』 ロス 

タン は 云った 『ばか は 止せ。』 わたし はい はう 『馬鹿 こ 



り ゆ ぅぜ つ ら ん 

歯に よる 恋愛 —— 彼 は それ を 西南の 竜舌蘭 の 蔭 か 

ら i 里へ 移入した。 

青い 血と 黒い 血と は 剣 を 持って 睨み合った。 その 頃、 

青い 血 を 駆逐す る 社会 上の 敵 は 黄色の 血の 流れる 

成 上り 者だった。 だが 巴 里の 客間で 青い 血の 人気 を 奪 

ひつ、 ある もの はこの 黒い 血の 連中だった。 わたし は 

こも 

彼 を 同族の 公敵と 認めた。 わたしの 剣に 力が 籠る。 

いくら 剣法 を 知らない 力 業師で あるに しても ああ も 

たやすく 彼が わたしに 負ける と は 思はなかった。 太刀 

ふた あて みあて ほお 

の 二 当、 三 当 もしない うちに 彼の 黒い 横頰が 赤く 笑つ 

た。 彼 は 剣 を 投げ出して 『感謝に 堪 へませ ぬ。』 と 云つ 



た。 

秘密 は 直ぐに 判った。 彼 はわた しとの 決闘 を 看板に 

して ョ ー 口 ツバ を 興行し 廻る のだった。 辻の ビラに は 

『ボニ 侯爵』 の 名前が、 彼の 名前より 大きく 刷られて あ 

つた。 

わたし は 負けた。 やっぱり 時代に 負けた のだった ご 

サン • ジ※ 〔# 「小 書き 片仮名 ヱ」、 209-4U ルマン 二 ア- 

ブレの 鐘が 鳴った。 巴 里の 寺の なかで も 古い この 寺の 

鐘 は、 水へ 砂金 を 流し込む やうに 大気の 底 を 底 をと 慕 

あわゆき 

つて 響いた。 響く よりす ぐ 染みつ いた。 淡雪 は 水に な 

まお ま 

つた。 窓々 の 扉が 開く。 頰 張って 朝の パン を 食 ふ 平凡 
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